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は乳類の心臓には心室腔を横切 る横索が認められ,心室の過度の拡大を防止する役割を果 している.

これら横索のうち,右心室の動脈下乳頭筋基部 と大乳頭筋基部 とを結ぶ ものは強大で, とくに中隔縁

柱 (以下 ST)と呼ばれる7,10･17,21).この ST は房室伝導系の右脚を含む1~6,8,11~14,16,18,19,21)ことから,

その存在意義について興味がもたれ,多 くの動物について検索がなされている. なかでもウシ2,3,6,8,9,

9,11~15･20,21), ヒツジ8･18,20,21),ブタ1,8,14,19~21)など偶蹄目動物の ST に関する報哲は多いが,同じ偶蹄

目に属するヤギでは,わずか3例の子ヤギに関する簡単な報告9)が見 られるにすぎない.著者 らは 24

例のヤギの ST を肉眼的ならびに顧微鏡的に観察 したのでその所見を報曽する.

材 料 と 方 法

観察に用いた材料は 日本ザ-ネン種 13例 と

日本在来種 (トカラヤギ)11例, 合計 24例の

ヤギの心臓である. それぞれの心臓は10% ホ

ルマリンで固定後,心 臓 の大 きさ (前後最大

径),右心室壁の厚 さ (動脈円錐部),ST の太

l さ (中央部の長径)などを測定 し,ST の肉眼

形態を観察 した. 続いて房室伝導系の右脚を

ST の起始部まで 肉眼的に追跡 したのち,ST

の起始部,中央部,停止部およびSTに近接 し

て存在する横索などをパラフィン切片,アザン

染色標本として顛微鏡的に観察 した.

結 果

供試ヤギの種類,年齢,ST の分岐,太 さ,

心臓の大 きさ,右心室壁の厚 さ,などを表 1に

示す.

ヤギ24例の全例に ST が認められた. この
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表 1 心臓および中隔緑杜の測定結果

※ S :日本サー ネン柁 N:日本在来椎 ※ ※ A:成ヤギ
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写真 1 ヤギ (No.14)の中隔緑柱,前やや左方より
AO:大動脈,LA:左心房,LV:左心室,P:大乳頭筋,PA:肺動脈,RA:右心房
ST:中隔緑柱

ST は一般に.動脈下乳頭筋下方の心室中隔に起始 し,右心室腔を横切 って大乳頭筋直前の右心室壁

に停止する筋性索である (写真 1).ただし24例中6例 (No.6,16,18,19,21,24)では直接大

乳頭筋の下部に停止 していた. さらに STには分岐 しないものと分岐するものとがあり,24例中分

岐 しない16例の STは横断面が楕円形を呈する円柱状の単純な筋索である.24例中 STが分岐する

8例 (33%)について見ると (写真 2), うち5例 (No.3,7,ll,13,19)は STの分枝が1本で,

それが右心室の側壁 (No.3,7,ll)または心室中隔 (No.13,19)に停止 していた. 残 り3例の

うち2例は ST の分枝が2本で, うち1例 (No.8)はそれらが右心室の側壁に停止し, 他の1例

(No.9)は心室中隔に停止 していた.残 る1例 (No.17)は STの分枝は1本であるが,それがさ

らに分岐して心室中隔と右心室の側壁に停止 していた.

STの近 くに右心室腔を横切って心室中隔と右心h室の側壁を結ぶ筋性の横索が認められたものが24

例中 10例 (42%)あり, うち6例 (No.3,7,8,9,ll,17)は STの分岐を併有 していた.なお,

これ ら ST の近 くに存在する横索はいずれも ST より弱小であった.

ST 中央部の長径は 0.75-6.3mm, と種々の値を示 し,ST の太 さには著 しい個体差が認められ

た.このSTの太 さとヤギの種類,年齢,心臓の大 きさ,右心室壁の厚 さ,などとの間には特定の関

係は認められない.また前述 した ST の分岐や ST 近 くの横索の存在性と STの太 さとの間には特

定の関係は認められない.
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写真 2 分岐を示す中隔緑柱 (No.3),後方より
B:中隔縁桂の分枝,D:中隔緑柱の近くに位置する横索,P:大乳頭筋,RW :右心室の側壁,
ST:中隔縁柱,VS:心室中隔

房室伝導系を肉眼的に観察すると,房室束は右房室線維輪を貫 き,心室中隔に遷 して左,右の脚に

分岐する.房室束の右脚は白色を呈 し,周囲の固有心筋か ら識別できる.この右脚は房室束か ら分岐

後,心室中隔の右心室側の心内膜下方の中隔筋浅層を前下走 して ST起始部に達する (写実 3).ST

起始部近 くで心内膜の直下に現れる右脚 も少数例で認められる.この右脚は,その起始部からSTの

起始部に達するまで肉眼的に分岐を示す ものは認められない.また顕微鏡的に観察 した13例 (No.1

-13)中1例 (No.2)の右脚は ST の起始部で心室中隔を下降する小枝を分岐 していたが,それを

除けば,右脚を構成するプルキンエ線維の数は末櫓へ向 うにつれて漸減する. しかしSTに達するま

で右脚が分岐する像は認められない.ST の分枝やSTの近 くに位置する横案内を右脚の主幹が通過

する例は全 く認められなかった.

ST 中央部の横断切片を24例全例について観察すると,STは一般に心内膜,房室伝導系の右脚の

主幹,その他のプルキンエ線維,固有心筋,血管,神経線維束,結合組織などによって形成 されてい

る (写真4).ただ中には,固有心筋を欠 くもの2例 (No.2,3),血管を欠 くもの2例 (No.1,2)

を認めたが, しかしいずれも ST 内に右脚を構成するプルキンエ線維は含んでいた.また ST の分

枝や ST近 くの横索内にも1例 (No.21)を除 きプルキンエ線維を含んでいた.
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写真 3 中隔緑桂に進入する房室伝導系の右脚 (No.4),前やや左方より

RL:右脚,RW:右心室の側壁,ST:中隔縁柱,VS:心室中隔

写実 4 中隔緑柱 (No.21)の横断切片,アザン染色

P:プルキンエ線椎,RL:右脚,Ⅴ:血管
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考 察

は乳類の右心室におけるSTの存否は乳頭筋の位置と関係があり16),乳頭筋のすべてが心室中隔に

位置するイヌにはSTは認められず21',ヒト,サル,ネコでは約半数に21',ウシ12,13･21',ヒツジ18,21',

ブタ19･21' など大乳頭筋が右心室の側壁に位置するものでは全例に ST が認められている.今回観察

した24例のヤギの心臓では, 大乳頭筋は右心室の側壁に位置しており, その基部と心室中隔を結ぶ

STが全例で認められ,ヤギでも前記の他の有蹄類の場合と同じく,常に STが存在するものと考え

られる.

ヤギの ST は単調な円柱状を呈す場合が多いが, 24例中8例 (33%)で心室中隔や右心室の側壁

へ向う1-2本の分枝を有する STが認められた. ウマでは心室中隔へ逆戻 りする分枝がしばしば

STから分岐するといわれ11',18例中3例のブタでは右心室の側壁-向う分枝が認められている19'･

またヒツジでは心室中隔と右心室の側壁へ向う分枝が認められている18'.ウシのSTの分岐に関する

記載は見られないが,著者 らの検索例では200例中約 6%に分岐が認められた･ヤギのSTはこれら

の動物のものに比べ分岐を示す頻度が高いように思われる･

ウシのSTの太さには著しい個体差のあることが知 られている12,13･21'.今回観察 したヤギの STも

その太さはウシ13)の場合と同じく著 しい個体差を示し,またその太 さはヤギの種類,年齢,心臓の大

きさ,右心室壁の厚さ,などと特定の関係は示さなかった.

ウマの STは一般に固有心筋を欠 き8,ll',ウシ12･13,20･21),ヒツジ20),ブタ1,19~21)などの STでも固

有心筋を欠 くものが存在するといわれている.しかし,これら全ての動物のSTは常にプルキンエ線

維を含むといわれている.今回観察 したヤギ24例の ST も,固有心筋を欠除するもの2例が認めら

れたが,全例とも房室束右脚のプルキンエ線維を含んでいた.ウシ,ヒツジ,ブタ,ウマなどの心臓

では,房室伝導系の右脚の全体6,ll,19'または右脚の主幹2,3,12,14,18) が STを通過して右心室の側壁へ

達することが知 られている.今回観察 したヤギの右脚は心室中隔を下降中に細胞数の減少は示すが,

ウシ6) の場合と同じくSTの起始部に達するまで分岐は示 さなかった.ヤギにおいて,STの起始部

で心室中隔への小枝を分岐する例 も認められたが,他の有蹄類動物と同じく,少なくとも右脚の主幹

はSTを通過して右心室の側壁に達するといい得る.

ウシ6,13,15,20',ヒツジ18,20',ブタ19,20'などの ST にはかなり太い血管が含まれており,STは伝導

系ばかりではなく,血管 も右心室の側壁へ運ぶ 6'といわれている.しかしヤギ24例中2例の STで

は顕微鏡的にも血管を認めることはできなかった.

ヤギのSTやその分枝内には,多くの場合,房室束右脚の主幹以外のプルキンエ線雑が認められる.

これら主幹以外のプ ルキンエ線椎は (1)ST内で右脚から分岐して右心室の側壁に向うもの18',(2)

sT 円で右脚から分岐して心室中隔へ逆行するもの11',(3)右心室側壁のプルキンエ線維網から心室

中隔へ向うもの2', などがあると考えられる.今回は右脚の全域を連続切片によって観察 したもので

はないが,右脚の数個所について,その部を構成するプルキンエ線維数を測定 した結果,STやその

分枝内に含まれる右脚の主幹以外のプルキンナ線椎は上記 (1)～ (3)の全ての走行を示す可能性があ

ると考えられた.

要 約

日本ザ-ネン種 13例と日本在来種 (トカラヤギ)11例の心臓における中隔緑柱を肉眼的, 顕微鏡
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的に観察 した.

1. 24例全例の右心室に中隔緑柱が認められた.

2. 24例中 8例の中隔縁柱は分岐を示 していた.

3. 中隔縁柱の太 さには著 しい個体差が認められ,その太 さとヤギの種類,年齢,心臓の大 きさ,

右心室壁の厚 さなどとの間には特定の関係は認められなかった.

4. 全例で,房室伝導系の右脚の主幹が中隔縁柱を通 って右心室の側壁に達 しているのが認められ

た.

5. 24例中 2例の中隔縁柱に固有心筋が認められなかった.
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Summary

GrossandmicroscopicobservatlOnSOntheseptomarginaltrabeculaeofheartswere

madein13JapanesesaanenandllJapanesenativegoats(Tokara一goat).
1. Allheartshadtheseptomarglnaltrabeculaeintheirrightventricles.
2. Eightof24septomarglnaltrabeculaeshowedbranchings.

3. Theseptomarglnaltrabeculaeshowedindividualdifferencesinsizeremarkably,and
thesizesshowednospecialrelationshipswiththebreedsnoragesofgoats,sizesoftheir
heartsnorthicknessesofrightventricularwalls.

4. Inallinstances,themainstemsofrightlimbsoftheatrioventricularconduction

systemsenteredtheseptomarglnaltrabeculaetoreachthelateralwallsofrightventricles.
5. Twoof24Septomarginaltrabeculaehadnoordinarycardiacmuscle.


